
【調査研究の内容】

１．保育士のキャリアパスや研修体系に関する先行研究・都道府県等における先行事例の調査・収集。

２．有識者や関係団体等で構成する調査研究協力者会議を開催し、保育士のキャリアパスを構築するための研修体系及び研修
実施体制について検討。

※12月下旬までに最終まとめを行う予定。

３．調査研究協力者会議の最終まとめを踏まえたシンポジウムの開催。

【背景・目的】

・ 「ニッポン一億総活躍プラン」（平成28年６月２日閣議決定）において、「キャリアアップの仕組みを構築し、保育士と
しての技能・経験を積んだ職員について、現在４万円程度ある全産業の女性労働者との賃金差がなくなるよう、追加的な処
遇改善を行う」こととされている。

・ また、「保育所保育指針の改定に関する中間とりまとめ」（平成28年８月２日社会保障審議会児童部会保育専門委員会）
においても、職員の資質・専門性の向上について、保育士のキャリアパスの明確化を見据えた研修機会の充実を図ることが
課題とされている。

・ これらのことを踏まえ、保育士が職務内容に応じた専門性の向上に目標を持って取り組めるよう、保育士のキャリアアッ
プにつながる研修体系や研修システムの構築について検討する。
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